
黒
く ろ

木
き

 一
はじめ

 議員

一
般
質
問

今年度えこたんバス再編を議論

公共交通の実証実験の状況は

社
会
実
験
か
ら
正
規

に
運
行
で
き
な
い
理

由
、
条
件
は
。

交
通
体
系
を
変
え
る

こ
と
の
周
知
が
必
要
。

　
準
備
等
が
整
っ
た
段
階

で
、
実
証
実
験
か
ら
正
式

な
公
共
交
通
と
し
た
い
。

町
民
に
平
等
感
を
与

え
る
運
行
を
。

現
在
、
豊
坂
・
深
溝

学
区
で
運
行
し
て
い

る
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
こ
う

た
」
を
、
将
来
的
に
は
全

町
で
運
行
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
平
等
と
い
う
点
を

踏
ま
え
て
、
利
用
者
負
担

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
研

究
し
た
い
。

実
証
実
験
を
終
え
て

決
定
的
な
シ
ス
テ
ム

に
す
る
に
は
。

今
後
の
公
共
交
通
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
、

現
在
実
証
実
験
を
行
い
な

が
ら
、
え
こ
た
ん
バ
ス
も

並
行
し
て
走
ら
せ
て
い
る
。

幸
田
町
民
が
元
気
に

息
づ
く
町
づ
く
り
を

す
る
た
め
の
考
え
は
。

高
齢
者
や
交
通
弱
者

に
、
な
る
べ
く
足
を

確
保
し
て
外
に
出
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
形
に
し
て

い
き
た
い
。

　
幸
田
町
が
発
展
す
る
に

は
、
表
玄
関
で
あ
る
幸
田

駅
周
辺
の
整
備
が
必
要
だ

と
思
わ
れ
る
。

幸
田
駅
待
合
室
を
利

用
し
て
幸
田
の
観
光

を
楽
し
ん
で
も
ら
う
に
は
。

Ｊ
Ｒ
と
今
後
ど
の
よ

う
な
形
で
出
来
る
か

協
議
を
し
て
い
く
。

観
光
面
で
幸
田
町
の

Ｐ
Ｒ
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

環
境
経
済
部
長
▼
本

年
は
、
合
併
70
周
年

記
念
で
、
幸
田
町
編
の
ア

ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
用

い
、
本
町
の
魅
力
発
信
を

行
う
予
定
で
検
討
。

幸
田
駅
前
の
火
災
後
、

空
き
地
を
町
と
し
て

考
え
る
施
策
は
あ
る
か
。

建
設
部
長
▼
今
後
こ

の
エ
リ
ア
を
一
体
的

に
開
発
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
道
路
系
の
事
業
は
、
幸

田
駅
前
か
ら
蒲
郡
の
方
へ

向
か
っ
て
行
く
県
道
、
南

北
に
伸
び
る
幸
田
駅
前
通

り
の
県
道
は
順
次
整
備
し

て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
３
駅
の
無
人
化
、

民
間
バ
ス
が
廃
止
と
な
り
、

高
齢
者
等
は
不
便
を
感
じ

一
日
も
早
い
整
備
が
待
た

れ
る
。現

在
、
公
共
交
通
の

実
証
実
験
の
状
況
は
。

企
画
部
長
▼
令
和
５

年
度
に
は
、
幸
田
町

地
域
交
通
計
画
を
策
定
し
、

今
年
度
は
え
こ
た
ん
バ
ス

の
再
編
を
議
論
す
る
。

問答

問答問答

問答問答

駅
周
辺
の
整
備
と

Ｊ
Ｒ
と
の
関
係
は

今
後
も
Ｊ
Ｒ
と
協

議
を
続
け
て
い
く

問答問

答問答

えこたんバス安全ミーティング中

整備が進む幸田駅前

幸田町PRアニメキャラクター
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一
般
質
問

インスタントハウス備蓄の考え

能登半島地震の事例を基に研究
田

た

境
きょう

 毅
つよし

 議員

障
が
い
や
個
別
の
事

情
で
避
難
所
に
受
入

れ
困
難
と
な
る
人
な
ど
、

避
難
所
開
設
か
ら
閉
じ
る

ま
で
の
想
定
は
。

障
が
い
の
あ
る
人
等

は
、
避
難
所
で
分
散

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

を
行
う
。
福
祉
避
難
所
訓

練
で
は
、
障
が
い
者
全
員

を
収
容
で
き
な
い
等
の
課

題
も
出
た
。

　
被
災
地
域
が
広
範
囲
に

わ
た
り
、
開
設
期
間
長
期

化
の
お
そ
れ
が
あ
る
。

様
々
な
活
用
が
可
能

な
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト

ハ
ウ
ス
備
蓄
の
考
え
は
。

メ
リ
ッ
ト
は
多
く
、

感
染
症
の
対
応
と
し

て
も
有
効
と
考
え
て
い
る

が
、
専
門
業
者
に
よ
る
施

工
が
課
題
。
能
登
半
島
地

震
の
事
例
を
研
究
し
た
い
。

　
子
育
て
支
援
、
子
ど
も

支
援
が
望
ま
れ
て
い
る
。

一
般
不
妊
治
療
当
事

者
に
寄
り
添
い
、
最

適
な
施
策
の
検
討
を
。

健
康
保
健
担
当
参
事

▼
支
援
継
続
が
必
要

で
あ
り
研
究
を
継
続
す
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

適
切
な
支
援
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
の
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長
▼
個

々
に
対
応
し
、
家
族

を
含
め
た
ケ
ア
ラ
ー
の
負

担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
る
。

子
ど
も
食
堂
の
運
営

を
調
査
し
、
公
平
感

あ
る
支
援
が
必
要
で
は
。

４
カ
所
の
子
ど
も
食

堂
の
活
動
状
況
等
か

ら
、
規
模
に
合
っ
た
新
た

な
補
助
基
準
を
考
え
、
さ

ら
に
子
ど
も
食
堂
が
広
が

る
よ
う
な
運
営
団
体
の
支

援
を
考
え
た
い
。

　
能
登
半
島
地
震
で
の
教

訓
が
本
町
施
策
へ
生
か
さ

れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ッ
シ

ョ
ン
ボ
ッ
ク
ス
を
緊

急
時
に
使
い
こ
な
す
に
は
、

定
期
的
な
訓
練
が
必
要
。

総
務
部
長
▼
初
年
度

は
、
地
域
と
共
に
年

４
回
の
検
討
会
を
予
定
し
、

手
順
書
を
作
成
す
る
。

　
運
用
上
の
課
題
、
改
善

点
な
ど
が
あ
れ
ば
進
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
、
次
年

度
以
降
も
継
続
的
に
訓
練

を
実
施
す
る
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

想
定
は
、
正
し
い
情

報
を
共
有
す
る
必
要
が
あ

る
。
避
難
所
収
容
可
能
数

を
超
え
る
場
合
の
対
応
は
。

避
難
所
収
容
可
能
人

数
６
１
２
３
人
、
数

字
上
は
収
容
可
能
だ
が
、

想
定
外
に
備
え
、
町
内
企

業
の
施
設
を
借
り
る
な
ど

の
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

問答問答

問答

問答

子
ど
も
食
堂
の
公

平
感
あ
る
支
援

新
た
な
補
助
基
準

を
考
え
団
体
支
援

問答問答問答

段ボール製インスタントハウスを公民館に設置する様子（輪島市）

被災地屋外で有効に活用されたインスタントハウス（輪島市）
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